






A Practical Study of Teaching and Evaluation Adopting an 0pen-Approach Strategy
- Focus on Elementary Mathematics -
Isao AOYAMA















































































































































































































































































































































































































































A 累加 ふえる数のひみつ 1，13
B 交換 はんたいのひみつ 2，5，8，10，11，14
C 答えの数 同じ答えのひみつ 6，(10)
D 5の段 5のだん，5，0のひみつ 4
E 等差 ななめにふえる数のひみつ 7
F 斜め線 ななめの線のひみつ 9
G 9の段 9のだんの数のひみつ 3，12
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図11　包含化による収束
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　次に，観点別に5月から翌年の2月までの児童の変
容を示したのが図14の帯グラフである．これによる
とオープンアプローチによる学習指導の関心・意欲・
態度面の学習効果は，全般的によくなっている．さら
に，観点別にみると「価値」「参加」で一層よりよい変
容が見られ，意外にも「論理・追求」の観点では少な
い．これは，過去に行った中学校での調査と異にする．
このことは，どういう意味をもつのか実践を積み重ね
ていく必要があると考える．
図14　学習意欲調査の変容（平成22年5月から翌年2月）
（調査人数28名）
7．おわりに
　本紀要では，オープンアプローチに関する先行研究
を明らかにした．それに基づいて，算数科においてオー
プンアプローチによる学習指導を日常的に可能にする
視点から，過去十数年の授業実践データを分析・総合
し，それらを共有化・客観化して1つの単元を見通し
た学習指導の設計モデルを構築した．また，この研究
の過程で，この学習指導に不可欠な発散的思考，収束
－ 39－
オープンアプローチによる学習指導と評価に関する実践的研究－小学校算数を中心に－
的思考のための教授方略を抽出し，教授方略Ⅰ～Ⅲと
してまとめることができた．しかし，本紀要では紙面
の関係で，それらの教授方略の授業への具現化の記述
は不十分である．算数科におけるオープンアプローチ
による学習指導に内在する「よさ」については，別の
機会に補完していく．
　今後の課題であるが，本紀要では通常実施されてい
る学習指導とオープンアプローチによる学習指導とは
本質的に何が違うか，どんな学習内容やどの評価の観
点に「よさ」が見られるのか，この学習指導を日常的
に可能にするための課題は何か等，今後の実践研究の
ための新たな評価方法の創出も含めて，教育現場を納
得させ説得できる実践授業と評価データを示していく
必要がある．また，年間を通して数単元でオープンア
プローチによる学習指導を実践することにより，児童
の学習内容の理解や関心・意欲・態度にどうような
変容の違いが見られるかを通常の授業（教科書に準拠
した授業）と比較することにより明らかにしていきた
い．
　なお，この研究は，平成22・23年度仁愛大学共同
研究費の助成を受けて行っている．
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